
． 

． 

TECHNORIDGE 

ー
WINTEC 

和歌山県工業技術センター
http://www. wakayama-kg. go. jp/ 

ニット生地に関する最近の クレーム事例………...1 ~ 2 
アジアバ シフィ ッ クレザーフェア '99紹介……•…….. 3 

電流か ら発生する磁界の強さの計算例••………………. 4 
PZT振動子の高速駆動・・・・・・....................................5 

アミノ酸を結合させたカリックスアレーン誘導体による

金属イオ ンの取り込みと環状分子内水素結合の挙動・・・6~8
設備紹介............................................................8 

ニット生地に関する最近のクレーム事例
生活産業部繊維染色担当主査研究員 山本； 71せi

1 . はじめに きところ、欠点箇所においては、ポリウレタン糸

地域産業であるニット丸編み業界は、従来綿糸 が編成されていないのが確認できた。

を中心とした定番ニット生地の一大生産地であっ

た。しかし、近年の輸入増大により、当産地を取

り巻く環境は急変し、従来の綿糸中心の定番ニッ

ト生地の占める割合は年々縮小しつつあるのが現

状である。多品種少量生産への移行に伴い、原糸

素材構成の変更を余儀なくされ、産地内の綿糸の

使用比率は、昨今では50%前後にまで低下してい

る。綿糸に代わって使用されている素材の代表と

しては、ポリエステル糸、ナイロン糸、あるいは

弾性糸であるポリウレタン等の合繊であり、これ

らの合繊が綿糸と共に使用され、生地編成が行わ

れるケースが増えつつある。

当繊維染色担当で行っている試験分析のなかで、

顕微鏡を使用した拡大観測によって欠点原因が究

明されるものがある。異繊糸（異繊維）混入の有

無や繊維の鑑別、又は汚れ等が含まれる。ここ数

ヵ月間における試験分析結果の中から、実例を挙

げて紹介する。

2 試験分析事例

(1) 綿糸とウレタンベアー糸との交編生地

当該生地を編成した編機の口数のビッチ毎に欠

点箇所がコース方向に発生していた。依頼時の生

地は未染色の生機（きばた）生地であったため、

色差による判別は顕微鏡を使用しても困難であっ

た。そのため、当該生地を染色した後、マイクロ

スコープにて拡大観察を行った。その結果、綿糸

とポリウレタン糸が交互に各コースを構成するべ
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写真 1 ポリウレタン糸が編成されていない部分

(2) 綿ニット生地中の汚れ

100%綿繊維によるニ ット生地の一部において、

赤色の欠点箇所が肉眼で確認された。顕微鏡を使

用し、拡大観測を行った結果、当該赤色箇所は、

異繊維混入によるものではなく、原糸の汚れが原

因であった。

原糸は綿双糸から構成されており、僅かに解撚

したところ、各糸に汚れが確認できたため、双糸

に加工された後に付着した汚れであることがわかっ

た。
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(3) 異織糸混入による欠点生地

欠点箇所の原因が汚れによるものか、あるいは

異織糸の混入によるものかを分析したところ、当

該欠点は異織糸の混入によるものと判明した。な

お、混入された風綿は、繊維鑑別の結果、綿並び

にアクリルであった。
, ~-- . 

写真3 異織糸混入による欠点箇所

(4) ウレタンコアのナイロンフィラメントカパー

リングヤーンの切断状況

表面がナイロン糸、裏面が綿糸で、両面の結束

糸として、コアがポリウレタンでそのカバーリン

グとしてナイロンフィラメント糸が構成原糸とし

て使用されているニット生地における欠点箇所の

原因究明を依頼された。拡大観測したところ、結

束糸のカバーリングヤーンには、全く異常は見ら

れなかったが、コアであるウレタン糸の切断が確

認できた。おそらく、編成工程中に切断したもの

と想像するが、それを証明する確たる根拠は見い

出せなかった。

倍率で拡大撮影し、比較した。写真中央から左半

分は欠点箇所であり、右半分は正常部分である。

綿の裏側に隠れる様にフィラメント糸が編み込ま

れているのが正常部分（右半分）である。一方欠

点部分では、裏側のフィラメント糸が生地の表側

に現れているのが確認できる。編成の際に給糸張

力異常等が発生し、ポリウレタン糸が生地表面に

現れたと考えられる。

．
 

(6) 不均ーなカバーリングによる欠点生地

白色糸と黒色糸が同比率で現れるように加撚さ

れるべきところが、同一糸中において、白色部分

が多く現れる部分と、黒色部分が多く現れる部分

が混在し、生地編成後に色ムラとなってしまった

ケースである。色ムラがある生地部分を解舒して、

糸の状態で観察した結果、原因は 2色糸の撚りム

ラにあることがわかった。

． 

写真 6 白色部分の多い箇所
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写真 4 コアであるウレタン糸の切断状況

(5) 綿糸とフィラメント糸による交編生地

供試されたニット生地は、綿糸とポリウレタン

糸が引き揃えられた状態で編成された生地であり、

コース方向に数ヵ所正常箇所とは異なる欠点箇所

が存在していた。正常部分と欠点部分の両者を同 写真 7 黒色部分の多い箇所
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4月20,....,23日の 4日間、香港コンベンション＆

エキシビジョンセンターで開催された「アジアパ

シフィックレザーフェア '99」に参加したので概

要を紹介します。

参加国数は62(中国と香港を分けて）で、革製

造、製革機械、革製品、ファッション等で世界の

皮革産業をリードしていると自負するイタリアが

最も参加企業が多く約580、次いで香港355、アメ

リカ・中国・スペイン・韓国・台湾が150,....,110、

パキスタン・日本・オーストラリア・ドイツ・イ

ギリス・ブラジル・フランス・タイが90,....,70でし

た。参加企業10以下の国も31あったが、各国とも

国産の原料皮等を使用した特色のある素材を展示

していた。中国は皮革産業が急成長しており、韓

国は最近の低迷を盛り返すためか、両国ともに日

本よりもかなり広いスペースで展示を行っていた。

日本のタンナーは、東京都、兵庫県、和歌山県

の製革組合が共同ブースを設置し、そこに県ごと

にコーナーを設けた。タンナー以外は分野別に各

企業で出展した。和歌山県からは光陽産業、大星

産業、トミタ工業、フィスコ、フジレザー、原田

産業、森久工業が参加し、半裁革、皮革、ヌメ革、

シープ、鹿革等の革素材や和歌山ブランドの靴、

ベルト、小物等を出展し、多数の来場者から商品

説明やサンプル提供を求められ、盛況であった。

分野別出展数は、タンナー650、薬品120、製革

機械85、製靴機械18、革製品アクセサリー110、

靴素材80、商社170、合成皮革40、貿易団体25、

出版・情報15、その他（教育・研究機関、加工業）

70で、タンナーが総出展数約1,400のほぼ半数を

占めていた。

ヨーロッパ各国は、非・省クロム革、ノンメタ

ル革や非溶剤仕上げ革等をェコフレンドリーある

いは環境に優しい革素材としてPRしていた。他

分野でも、 IS 09000および14000を特色とする

製品が目立った。トルコは革素材、革製品、副材

料等を展示するだけでなく、靴・衣料革・毛皮等

のファッションショーを催して会場の注目を集め

ていた。また、会場内外にトルコ製品を PRする

ポスターを掲示するなど、その売り込みの積極性

に感心しました。

WAKAYAMA 札mo凱~
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革製造に使用する薬品を世界的に供給できる大

手メーカーは限られ、各社が製革技術の後進国に

市場を拡大するため、現地で積極的に技術指導を

行っているので、展示されている革素材の品質に

大差がなくなってきているように感じられた。

長年出展している企業の話によると、香港フェ

アの出展企業数および来場者数はここ数年減少傾

向にあるそうです。香港フェアは出展費用が他国

に比べて高額で、ホテル代など滞在費も高く、ま

た今年の来場者数は昨年よりも少なく、これでは

出展するメリットがなくなると述べていた。この

ため、香港を見限ってイタリアのボローニャのフェ

アに切り替えることを考慮している企業もあるそ

うです。
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電流から発生する磁界の強さの計算例

材料技術部金属無機材料担当 研究員 中本知伸

局所癌患部の組織内加温治療、ンス テムの研究開発

を近畿大学生物理工学、制雑賀技術研究所の共同で

行った。低キュリー温度を持つ磁性体をインプラン

卜材として体内に埋め込み、外から励磁コイルを用

い変動磁界を加えることでインプラント材に発生す

る渦電損失により患部を加温する。この方法は、イ

ンプラント材が持つキュリー温度以上には加温され

ることなく、自己温度制御機構を持ったものである。

実用化に対する問題点の一つは、励磁コイルから

発生する磁界の強さ分布が均ーな分布になるような

コイル形状の選択であった。そこで、任意のコイル

形状に対する磁界の強さ分布を計算し、より均ーな

磁界が発生するコイルの形状を検討した。

今回、円コイルを例に挙げ、比較的簡単な方法で、

任意の位置における磁界の強さを求める計算を紹介

する。
z
 

y
 

図1

図1のように半径 aの円コイルに電流Iが流れて

いる場合を考える。点Qにおける電流方向を正とす

ると微少部における電流方向を正とすると微少部分

ds (dx、dy、dz)は0を用いて

dx = a sin (0) d 0 

dy = a cos (0) d 0 

dz=O 

X 

...... (1-1) 

...... (1-2) 

...... (1-3) 

と表すことができる。

微少部分dsが、点Q(a cos (e)、asin (e)、0)

から変位 r任意の点p(x、y、z)に発生する磁界の

強さ dH(dH,、dHY、dH,)はBiot-Sa vartの法則よ

り

dH=I dsXr/(4 nrり…… (2)

となる。よって、点Qの微少部分から点Pに生じる

磁界の強さは

dHx=laz cos (0)/(4 nが） d0 …… (3-1) 

dHy=laz sin (0)/(4 7r戸） d0 …… (3-2) 

dH,=I (a2-axcos (0) -aysin (0)) 

/(4 7[が） d0・・・・・・(3-3) 

と表すことができる。 3-1、2、3式において 0を0

から 27[まで積分すれば円コイルから点Pに生じる

磁界の強さが計算できる。

今回は磁界の強さを電流Iと半径 aで規格化し、

Simpson則で積分計算を行った。 y成分の磁界の強

さHyは0となり、磁界の強さは円柱関数で表すこと

ができる。今後 X (半径方向）と z成分だけを考え

ればよいことがわかる。

図2は、 x、y、z成分の磁界の強さ比、比をx、Z

それぞれー 2aから 2aまでの範囲で計算を行った

結果を表している。
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図2 磁界の強さ分布。磁界の強さは IHI=(H, 2 +H, 2) o s 

とした。導線上 (x=士 a、z= 0)で磁界の強さが発散して
いるのがわかる。これは、導線の太さを無視したためである。

図2から、コイルの内と外を比較すると、コイル

内の方が磁界の強さが高くなってるのがわかる。ま

た、 z=O近傍の面と x=O近傍の面を比較すると、

z=Oの方が均ーな磁界の強さ分布を示している。

電流の流れる形状がわかれば、そこから発生する

磁界の強さを予想することができる。磁界の発生を

抑えた回路・製品の設計や磁波庶蔽材等の開発に応

用できると考えられる。

参考文献

中本知伸、小畑俊嗣、中村嵩、中西 豊、乙井崇史、
宮井伸亮、渡辺俊明、東本暁美：和歌山県工業センター
平成 8年度研究報告書、 p.46 (1997) 

砂川重信：理論電磁気学、紀伊国屋書店 (1973)

後藤憲ー・山崎修一郎：電磁気学演習、共立出版 (1970)
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PZT振動子の高速駆動

システム技術部機械システム担当研究員 けり展 隆淋苔

1 . はじめに

PZT (Piezoelectric actuator)振動子の制御は

インクジェット、 VTRヘッドトラッキング用ア

クチ ュエー タ、光学用微小変位部品等の高速、高

精度化のために重要な課題である。しかし、駆動

のための印加電圧がPZT振動子の特性劣化 （電界

誘起歪み）の素因となる場合がある。特に、高応

答速度を得るためにはPZT振動子の電界誘起歪み

によ る履歴特性と機械的共振周波数とが重要になっ

● てくる。そこで、 PZT振動子の高速駆動方法につ

いて検討したので報告する I)。

2. 装濫構成

アルミミラーは平面鏡で、直径5mm、厚さlOOμm

と小型、軽量とした。このミ ラーを外径10mm、内

径 4mm、厚さ1mmの円形穴空きPZT振動子 (PbTi

03 -PbZr03型）に接着 した。図 1に円環PZT振

動子とアルミミラーを接着したミラー振動子を示す。

このPZT振動子は機械的共振周波数が 1MHzと高

いために高速変調が可能であり、 DC印加電圧に

対する応答感度は2.7nm/Vであった。 ミラー振動

子の駆動電源は、最大パルス電圧DC250V、パル

ス繰り返し周波数がlOHzから 2KHzまで可変、パ

● ルス立ち下がり時間 500nsの低インビーダンススイッ

チング回路である。

電圧250V、立ち下がり時間500ns、パルス繰り返

し周波数60Hzのパルス電圧を加えた場合、干渉縞

の変化時間の遅れは 1.5μsでミラー振動子の移動

変速度は0.158m/sの値が得られた。また、 ミラー

振動子全体の機械的共振周波数は500KHzとなり、

PZT振動子単体の値 1MHzよりも低くなった。

ビーム
一
子

ラ
動

ミ
振

円環PZT
振動子

図2応答特性測定のためのマイケルソン干渉計

300 I '~-·---·... I 8 

7 

-100 

゜
ミラー

PZT振動子

2 3 

時間 I~ls I 

図3ミラー振動子への印加パルス電圧とミラー

振動子の干渉縞の変化

4
 5゚

ホルダ

図 1 ミラー振動子の外観

3. 結果

ミラ ー振動子の時間応答特性を求めるため、光

源としてHe-Neレーザーを用いたマイケルソン干渉

計の構成を図 2に示す。印加パルス電圧に対する

変位を測定した結果を図 3に示す。PZT振動子に

4. まとめ

PZT振動子の高速駆動について検討した。機械

的共振周波数が 1MHzのPZT振動子を低インビー

ダンススイッチング回路により機械的共振周波数

500KHzで高速駆動できた。今後、安定 した高速

駆動のために電界誘起歪み量を低くする駆動方法

を検討していく 。

参考文献

1) 伊東隆喜、平等拓範、小林喬郎： 「複合共振器型Q

スイッチEr, Yb: ガラスレーザーの出力特性」、 レーザー

研究， 27(1998) 272. 
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アミノ酸を結合させたカリックスアレーン誘導体による
金属イオンの取り込みと環状分子内水素結合の挙動

化学技術部分析化学担当研究員 憤it且 昌j!

カリックスアレーンは、環状の包接化合物であ

り、その化学修飾による多くの誘導体が合成され、

これらの性質について盛んに研究されている））。こ

れまで、我々のグループでは、カリックス [4]ア

レーンのフェノール性水酸基に導入したクロロホル

ミルメチル基にベンジル基で保護した各種Lーアミ

ノ酸を結合させ 1,.-...,4の誘導体を合成した。アミ

ノ酸は、たんばく質、ペプチドの構成単位であり

二次構造および三次構造の形成にその水素結合が

大きく関与している。このような水素結合の形成

に寄与するアミノ酸をカリックスアレーンに導入す

ることにより、どのような性質が付与できるのか典

味がもたれる。特に今回は、得られたカリックスア

レーン誘導体による金属イオンの取り込みと、錯

体形成における分子内水素結合の挙動について検

討した鸞

グリシン 1:R=H 

アラニン 2:R=CH3

フェニル 3:R=CH2Ph 

アラニン

バリン 4: R=CH(CH 3)2 

4 

OCH2CONH『COOCH-0

カリックス [4 Jアレーンヘのアミノ酸の導入は、

Schemelに示す方法により行った。収率は、それ

ぞれ 1(60%)、2(61%)、3(52%)、4(56%) 

であった。

得られた 4種類の誘導体のNMRは、 cone型で

あることを示した。

Schemel 

K2C03 • 
BrCH2000Et 

AC氏）

NaOH • 
H20 

EtOH 

~ 
SOCl2 

OQ・i2COOH 

i TsO・N+H3CHCOOBn 

CH202 

Py 

OCI七COCI

0⑮ CONHrHCOOBn 

R 

これらのカリックスアレーン誘導体のアルカリ金

属イオンに対する溶媒柚出実験の結果を表 1に示

す。ジクロロメタン中への 1,.....,4の抽出能は、 N

釘に選択性を示すとともに、嵩高い置換基を有す

るほど高い抽出能を示した (1く2<3<4)。ま

た、溶媒に酢酸エチルを用いると Na+に対する抽

出能が向上した。

Table 1 Extractability (%) of Metal Picrate. 

u・ Na+ K+ 
1ono-
phore CH2Cl2 EtOAc CH2Cl2 EtOAc CH2Cl2 EtOAc 

1 

゜
1 3 ， 

゜゚2 

゜
1 37 64 2 5 

3 3 2 56 80 ， 7 

4 6 1 73 84 16 20 

． 

． 
Extraction conditions: Organic phase; 1.0 x 10°mol/ dm'of ionophore, 

aqueous phase; 1.0 x 1 o·• M of MNO, and 1.8 x 1 O'M of picric acid. The 

mixture of two solutions (5 ml each) was shaken and stored for 1 h at 

20℃ • Ex(%) was detemined dy the absorbance of picrate ion in the 

aqueous phase 

OH OCH2COOC2Hs 

次に、誘導体のアルカリ金属イオンとの錯体形

成について、 1HNMRによって検討した。誘導体

4とピクリン酸ナトリウムのモル比を変えた場合の

重ジクロロメタン中でのNMRスペクトルの変化を

図 1に示す。その比が 1: 1の場合（図 1,(c)) に

は、 NHのピークは、 0.90ppm高磁場側に新しい

ビークが出現し、カリックスアレーンの

6
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Figure 1. 1HNMR spectra (400MHz) of 4 in the presence of 

sodium picrate in CD,CI, at 20℃ • The molar ratio [NaPic] / 

[ 4] =(a) 0, (b) 0.35 and (c) 1.0. 

ベンゼン環プロト ンは、 0.34ppm低磁場側に移行

する。また、他のシグナルも大きく変化した。

さらに、カリックスアレーン誘導体 4およびそれ

． 
にビクリン酸ナトリウムを加えた場合の FT-IR 

ビクリン酸ナトリウムをスペクトルを図 2に示す。

加えることにより）） N-Hは、 3364cm-1から3406cm-1

へ42cm・1高波数側に、 V N-C-。は、 1672cm-1から16

95cm-1へと23cm-1高波数側に移行することが認めら

れた。

以上のスペクトルの変化からナトリウムイオン

❖ 令

闘.811

8. 

濾紛.e

ゃ

（図 3)。

念 ❖ 

きる。すなわち、

細 .8

Figure 2. Infrared spectra of 4 in the absence and the 

presence of sodium picrate in CH, 切 at20℃ [NaPic]/ 

[ 4] =(a) 0, (b) 1.0. 

の取り込みについて、次のように説明することがで

NHプロトンが分子内水素結合

をしている状態から、イオンを取り込むことでアミ

ド部位のカルボニル基の方向が変化し、

NHとの分子内水素結合が切られる と考えられる

これらのことから、

性の高い酢酸エチル中で抽出能が向上したのは、

アミノ酸部位間での分子内水素結合が弱くなるた

めと考えられる。

これらの変化は、

令

CDスペクトルの変化からも

指示される。誘導体 2、

以上の結果から、

o§o 

3' 

❖ ❖ ❖ ❖ 

渾，0

その結果、

ジク ロロ メタンより極

そして 4には、

券

1給．饒

188,88 

鵠.118

I, 諏濶

'!5111,8 

co-¥ 

キラ

ル炭素があるため200,-..,,250nmにコットン効果が現

れる。図 4に示すように、カリックスアレーンにビ

クリン酸ナトリウムを加えた場合、負のコットン効

果が、

ン効果を示すことが認められた。

コンホメーションの変化を伴って正のコット

アミノ酸を結合させたカリック

M+ 

---

＊ 

R=CH酎COOBn

R1=alkyl 

Figure 3. Schematic representation of bindind mechanism of the calix [ 4] arenes. 
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スアレーンは、アルカリ金属でナトリウムイオンを

選択的に取り込み、その能力は、溶媒の性質に依
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Figure 4. CD spectra of 4 in the absence and the presence 

of sodium picrate in CH,CN at 20゚C.[NaPic]/ [ 4] =(a) 0, (b) 

0.3, (c) 0.6, and (d) 1.0. 

存すること、また、アミノ酸に嵩高い置換基を有

するほど高い抽出能を示すことが明らかになった。

また、金属イオンの取り込み能は、カリックス

[ 4 ]アレー ンに導入したアミノ酸部分での分子

内水素結合が大きく関与していることがわかった。
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化学技術部分析化学担当主任研究員 中岡 、忠i台

平成10年度、日本自転車振輿会の補助事業により設置されましたX線光電子分析装置についてご紹介し

ます。

X線光電子分析装置は、 XP S (X -ray • Photo electron Spectroscopy)または ES C A (Elecron 

Spectroscopy for Chemical Analysis)という名称で呼ばれている表面分析装置の一つです。 ● 
固体資料に軟X線をあて発生する電子の運動エネルギーを測定することで、物質の構成元素の定性分析

や化学結合状態の解明を行います。化学結合状態測定、例えば炭素の場合、 CH、C-0-、COO等の違い

などが明らかになります。

測定できる厚さは、表面から数十ACオングストローム）ですが、エッチング銃が付属していますので、測

定、エッチング、測定、エッチングを繰り返すことで深さ方向の ,. . .'P'" UL .. , 

測定ができ、表面から深さ方向への変化を調べることができます。

水素以外の元素について、 0.1%濃度以上含有されていれば測

定可能ですが、超高真空 (10―7"-10―8Pa)内での測定ですので、

揮発性のある溶液や昇華性のある化合物の測定はできません。

表面に関する問題がございましたらご相談下さい。


